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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置が、上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に
送信されているかどうかを判定するステップを備え、前記複数の搬送波間の隣接するサブ
フレームは部分的にオーバーラップしており、前記複数の搬送波のタイミングアドバンス
値は異なっており、
　上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
場合、前記ユーザ装置が、上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装置の最大送
信電力または干渉レベルを超えるかどうかを判定するステップと、
　前記上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装置の最大送信電力または干渉レ
ベルを超える場合、前記ユーザ装置が、別の搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフ
レームの最後のシンボルで送信されるサウンディング参照信号（ＳＲＳ）をドロップする
ステップとを備え、
　前記別の搬送波は前記複数の搬送波において最も大きいタイミングアドバンス値をもつ
搬送波以外の搬送波である、上りリンク送信電力制御の方法。
【請求項２】
　前記上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装置の最大送信電力または干渉レ
ベルを超えない場合、前記ユーザ装置が、前記複数の搬送波間の隣接するサブフレームで
の前記上りリンクチャネルの同時送信を許可するステップをさらに備える、請求項１に記
載の上りリンク送信電力制御の方法。
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【請求項３】
　前記複数の搬送波は２つの搬送波であり、前記最も大きいタイミングアドバンス値をも
つ搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフレームで送信される上りリンクチャネルは
、
　　物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のうち１つを含む、請求項１また
は２に記載の上りリンク送信電力制御の方法。
【請求項４】
　前記複数の搬送波は２つを超える搬送波であり、前記最も大きいタイミングアドバンス
値をもつ搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフレームで送信される上りリンクチャ
ネルは、
　　物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のうち１つを含む、請求項１また
は２に記載の上りリンク送信電力制御の方法。
【請求項５】
　プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記プログラム
は、コンピュータに請求項１～４のいずれか１項に記載の方法を実行させる、コンピュー
タ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項６】
　コンピュータに請求項１～４のいずれか１項に記載の方法を実行させる、プログラム。
【請求項７】
　上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
かどうかを判定するとともに、上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレ
ームで同時に送信されている場合、上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装置
の最大送信電力または干渉レベルを超えるかどうかを判定するように構成された第１の判
定部を備え、前記複数の搬送波間の隣接するサブフレームは部分的にオーバーラップして
おり、前記複数の搬送波のタイミングアドバンス値は異なっており、
　前記上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装置の最大送信電力または干渉レ
ベルを超える場合、別の搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフレームの最後のシン
ボルで送信されるサウンディング参照信号（ＳＲＳ）をドロップするように構成された第
２の判定部を備え、前記別の搬送波は前記複数の搬送波において最も大きいタイミングア
ドバンス値をもつ搬送波以外の搬送波である、ユーザ装置。
【請求項８】
　前記第２の判定部は、さらに、前記上りリンクチャネルの合計送信電力が前記ユーザ装
置の最大送信電力または干渉レベルを超えない場合、前記複数の搬送波間の隣接するサブ
フレームでの前記上りリンクチャネルの同時送信を許可するように構成される、請求項７
に記載のユーザ装置。
【請求項９】
　前記複数の搬送波は２つの搬送波であり、前記最も大きいタイミングアドバンス値をも
つ搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフレームで送信される上りリンクチャネルは
、
　　物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のうち１つを含む、請求項７また
は８に記載のユーザ装置。
【請求項１０】
　前記複数の搬送波は２つを超える搬送波であり、前記最も大きいタイミングアドバンス
値をもつ搬送波の部分的にオーバーラップしたサブフレームで送信される上りリンクチャ
ネルは、
　　物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のうち１つを含む、請求項７また
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は８に記載のユーザ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれている、2011年12月19日に出願
された中国特許出願第201110426330.3号「UPLINK TRASMISSION POWER CONTROL METHOD AN
D USER EQUIPMENT」の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は通信技術分野に関し、詳細には、上り送信電力制御の方法およびユーザ装置に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　ロングタームエボリューションアドバンスト(Long Term Evolution-Advanced、LTE-A)R
11バージョンでは、ユーザ装置(User Equipment、UE)によりサポートされる、異なる搬送
波(主搬送波を含み、残りは副搬送波である)は、異なるタイミングアドバンス(Timing Ad
vance、TA)値をもつことが許可される。UEは、搬送波のTA値に従って、その搬送波を通じ
て上りリンクチャネルを送信するために必要なタイミングアドバンスの量を取得して、そ
の搬送波を通じて送信される上りリンクチャネルが基地局(Evolved Node B、ENB)に到着
する時刻をENBの現在時刻と一致させ、それにより、UEの上り送信同期を完了し、さらにU
Eの上り送信のスケジュールがENBにより管理され得るようにする。
【０００４】
　実際の適用例では、搬送波は、搬送波の様々なTA値に従って異なるタイミングアドバン
スグループ(Timing Advance Group、TAG)にグループ化され得、各TAG内の搬送波のTA値は
同じである。異なるTAGに属する搬送波のTA値は異なるので、UEが、異なるTAGに属する搬
送波1および搬送波2を通じて上りリンクチャネルを送信すると、図1に示すように、搬送
波1のサブフレームnと搬送波2の隣接するサブフレームn+1との間に部分的なオーバーラッ
プが発生し得る。オーバーラップ領域(約1シンボル)では、UEの上り送信電力がUEの最大
送信電力を越えて電力限界に至ること、または、UEの上り送信電力が干渉レベルに達して
干渉限界に至ることがあり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、上り送信電力制御の方法およびユーザ装置を提供し、この方法お
よびUEは、UEが、異なるTAGに属する搬送波を通じて上りリンクチャネルを送信するとき
、UEの上り送信電力の協調および制御に使用される。
【０００６】
　上り送信電力制御の方法は、
　上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
かどうかUEによって判定するステップであって、複数の搬送波間の隣接するサブフレーム
が部分的にオーバーラップし、複数の搬送波のタイミングアドバンス値が異なる、ステッ
プと、
　上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
場合、上りリンクチャネルの合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベル
より低くなるように、最も大きいタイミングアドバンス値をもつ搬送波以外の別の搬送波
の、部分的にオーバーラップしたサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンク
チャネルをユーザ装置によって処理するステップとを含む。
【０００７】
　ユーザ装置は、
　上りリンクチャネルが複数の搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
かどうか判定するよう構成される第1の判定ユニットであって、複数の搬送波間の隣接す
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るサブフレームが部分的にオーバーラップし、複数の搬送波のタイミングアドバンス値が
異なる、第1の判定ユニットと、
　第1の判定ユニットの判定結果が「Yes」である場合、上りリンクチャネルの合計送信電
力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベルより低くなるように、最も大きいタイミ
ングアドバンス値をもつ搬送波以外の別の搬送波の、部分的にオーバーラップしたサブフ
レームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理するよう構成される、処
理ユニットとを備える。
【０００８】
　本発明の実施形態では、異なるTA値をもつ搬送波の隣接するサブフレームで(つまり、
異なるTAGに属する搬送波間)、上りリンクチャネルが同時に送信されているとき、UEは、
最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波の、部分的にオーバーラップしたサブフレ
ームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理して、異なるTA値をもつ搬
送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力がUEの最大送信電
力または干渉レベルより低くなるようにし得る。したがって、UEが、異なるTAGに属する
搬送波を通じて上りリンクチャネルを送信し、異なるTAGに属する搬送波間の隣接するサ
ブフレームが部分的にオーバーラップするとき、UEの上り送信電力がUEの最大送信電力を
越えることが防がれ得るか、または、UEの上り送信電力が干渉レベルに達することが防が
れ得る。
【０００９】
　本発明の実施形態または従来技術の技術的解決策をより明瞭に説明するために、実施形
態を記載するために必要な添付図面を下記に簡単に紹介する。下記の記載中の添付図面は
、明らかに、本発明のいくつかの実施形態を示すだけであり、当業者は、創意工夫するこ
となく、これらの添付図面から他の図面を導き出し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】異なるTA値をもつ搬送波1と搬送波2との間の隣接するサブフレームの部分的オー
バーラップを示す概略図である。
【図２】本発明の一実施形態による、上り送信電力制御の方法のフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態による、別の上り送信電力制御の方法のフローチャートであ
る。
【図４】本発明の一実施形態による、ユーザ装置の構造図である。
【図５】本発明の一実施形態による、別のユーザ装置の構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　下記に、本発明の実施形態の添付図面を参照しながら、本発明の実施形態の技術的解決
策を、明瞭かつ完全に記載する。記載される実施形態は、明らかに、本発明の実施形態の
すべてではなく、その一部のみである。当業者によって、本発明の実施形態に基づいて、
創意工夫することなく得られる他のすべての実施形態は、本発明の保護の範囲内に含まれ
るものとする。
【００１２】
　本発明の実施形態は、上り送信電力制御の方法およびユーザ装置を提供する。UEが、異
なるTAGに属する搬送波を通じて上りリンクチャネルを送信し、異なるTAGに属する搬送波
間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラップするとき、UEの上り送信電力がUEの
最大送信電力を越えることが防がれ得るか、または、UEの上り送信電力が干渉レベルに達
することが防がれ得る。下記は、詳細な記載である。
【００１３】
実施形態1
　図2を参照する。図2は、本発明の実施形態1による、上り送信電力制御の方法のフロー
チャートである。図2に示すように、この方法は下記のステップを含み得る。
【００１４】
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　201:搬送波間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラップし、オーバーラップす
る領域が1シンボルに等しいかそれより小さく、また、複数搬送波の各搬送波が異なるTA
値をもつとき、UEは、上りリンクチャネルが搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送
信されているかどうか判定する。判定が「Yes」の場合はステップ202を実行し、「No」の
場合は手順を終了する。
【００１５】
　本発明のこの実施形態では、異なるTA値をもつ搬送波は、異なるTAGに属する搬送波で
あり得る。異なるTAGに属する搬送波のTA値は異なる。
【００１６】
　本発明のこの実施形態では、上記の上りリンクチャネルは、物理上りリンク制御チャネ
ル(Physical Uplink Control Channel、PUCCH)、物理上りリンク共用チャネル(Physical 
Uplink Shared Channel、PUSCH)、サウンディング参照信号(Sounding Reference Signal
、SRS)、または物理ランダムアクセスチャネル(Physical Random Access Channel、PRACH
)であり得るが、これは、本発明のこの実施形態において特に限定されるものではない。
【００１７】
　本発明のこの実施形態では、異なるTA値をもつ搬送波間の隣接するサブフレームで上り
リンクチャネルが同時に送信される場合、異なるTA値をもつ搬送波間の隣接するサブフレ
ームは部分的にオーバーラップし、オーバーラップする領域は1シンボルに等しいかそれ
より小さい。例えば、セルの半径が10km(10kmは、一般的なセルの最大半径である)で、搬
送波1および搬送波2が同時に、それぞれセル内のマクロ基地局(Marco ENB)およびマイク
ロ基地局(Picco ENB)からのUEにサービスを行うと仮定する。マイクロ基地局は、マクロ
基地局によりカバーされているセルの縁部にあり、UEへの距離は非常に近く(つまり、搬
送波2のTA値は、ほぼ0)、搬送波1と搬送波2との間のTA値の最大差は、マクロ基地局からU
Eまでの時間(10×103)/(3×108)=33.33マイクロ秒で、標準的な1シンボルの長さは1/14=7
1マイクロ秒である。図1のオーバーラップ領域は、1シンボルを超えないことがわかる。
【００１８】
　異なるTA値をもつ複数の搬送波の間の隣接するサブフレームで上りリンクチャネルが同
時に送信されているとき、複数の搬送波間の隣接するサブフレームは部分的にオーバーラ
ップし、オーバーラップする領域は1シンボルに等しいかそれより小さいという客観的な
法則が存在する。本発明のこの実施形態に記載されるシンボルは、直交周波数分割多重方
式(Orthogonal Frequency Division Multiplexing、OFDM)のシンボルである。
【００１９】
　202:UEは、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力が
UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるように、最も大きいTA値をもつ搬送波以
外の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理
する。
【００２０】
　本発明のこの実施形態では、干渉レベルもまた、電力の形で表現される。上りリンクチ
ャネルの合計送信電力が干渉レベルよりも低い場合、上りリンクチャネルから別の隣接セ
ルへの干渉は比較的小さいことが示される。それ以外の場合は、上りリンクチャネルから
別の隣接セルへの干渉が比較的大きいことが示される。干渉レベルは、当業者が実際の状
況に従って設定することができる。
【００２１】
　図1に示される搬送波1および搬送波2を例として使用する。搬送波1のTA値の絶対値は、
搬送波2のTA値の絶対値より小さい。搬送波2のサブフレームnの信号が送信され、サブフ
レームn+1の信号の送信が開始されるとき、搬送波1はサブフレームnの信号をまだ送信中
であり、最も大きいTA値をもつ搬送波とは、絶対値が最も大きいTA値をもつ搬送波を指す
。図1で、絶対値が最も大きいTA値をもつ搬送波は、搬送波2である。UEは、搬送波2以外
で最も大きいTA値をもつ別の搬送波のサブフレーム、例えば、搬送波1のサブフレームn(
搬送波1のサブフレームnは搬送波2のサブフレームn+1と部分的にオーバーラップする)な
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どの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理して、搬送波1のサブフレー
ムnおよび搬送波2のサブフレームn+1上の上りリンクチャネルの合計送信電力が、UEの最
大送信電力または干渉レベルより小さくなるようにし得る。図1で、最も大きいTA値をも
つ搬送波は搬送波2であり、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレー
ムは、搬送波1のサブフレームnである。
【００２２】
　異なるTA値をもつ搬送波の数が特に2つであり得るとき、実装可能な態様で、UEは、最
も大きいTA値をもつ搬送波の上りリンクチャネル送信電力をUEの最大送信電力から減算し
て電力ヘッドルームを求め、この電力ヘッドルームを、最も大きいTA値をもつ搬送波以外
の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルの送信電
力として使用して、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信
電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００２３】
　または、異なるTA値をもつ搬送波の数が2つより多いとき、実装可能な別の態様で、UE
は、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送
信される上りリンクチャネルに、均等に電力ヘッドルームを割り当てて、搬送波間の隣接
するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力がUEの最大送信電力または干渉
レベルより低くなるようにし得る。
【００２４】
　図1の搬送波1および搬送波2を例として使用する。UEは、搬送波2の上りリンクチャネル
送信電力をUEの最大送信電力から減算して電力ヘッドルームを求め、この電力ヘッドルー
ムを、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルの送信
電力として使用して、搬送波1のサブフレームnおよび搬送波2のサブフレームn+1上の上り
リンクチャネルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるよう
にし得る。
【００２５】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
が、SRS、PUCCHの最後のシンボル、PUSCHの最後のシンボルなどのいずれか1つを含むとき
、実装可能な態様で、UEは、別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上
りリンクチャネルをドロップして、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャ
ネルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００２６】
　図1の搬送波1および搬送波2を例として使用する。搬送波1のサブフレームnの上りリン
クチャネルがSRSの場合、UEは、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボルで送信される
上りリンクチャネルをドロップして、搬送波1のサブフレームnおよび搬送波2のサブフレ
ームn+1上の上りリンクチャネルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベル
より低くなるようにし得る。
【００２７】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPUCCHであるとき、実装可能な態様で、UEは、別の搬送波のサブフレームに、短縮され
た上りリンクチャネル送信形式を使用して、サブフレームの最後のシンボル上の送信がnu
llになるように、また、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計
送信電力がUEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００２８】
　図1の搬送波1および搬送波2を例として使用する。搬送波1のサブフレームnの上りリン
クチャネルがPUCCHの場合、UEは、搬送波1のサブフレームnに、短縮されたPUCCH形式を使
用して、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボル上の送信がnullになるように、また、
搬送波1のサブフレームnおよび搬送波2のサブフレームn+1上の上りリンクチャネルの合計
送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００２９】
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　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPUSCHであるとき、実装可能な態様で、UEは、別の搬送波のサブフレーム上の上りリン
クチャネルの速度を一致させて、サブフレームの最後のシンボル上の送信がnullになるよ
うに、また、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力が
UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００３０】
　図1の搬送波1および搬送波2を例として使用する。搬送波1のサブフレームnの上りリン
クチャネルがPUSCHの場合、UEは、搬送波1のサブフレームn上の上りリンクチャネルの速
度を一致させて、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボル上の送信がnullになるように
、また、搬送波1のサブフレームnおよび搬送波2のサブフレームn+1上の上りリンクチャネ
ルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにし得る。
【００３１】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPRACHであり、別の搬送波のサブフレームはプリアンブルの送信に使用される最後のサ
ブフレームではないとき、実装可能な態様で、UEは、別の搬送波のサブフレームの最後の
シンボルで送信される上りリンクチャネルをドロップして、搬送波間の隣接するサブフレ
ーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力がUEの最大送信電力または干渉レベルより低
くなるようにし得る。
【００３２】
　図1の搬送波1および搬送波2を例として使用する。搬送波1のサブフレームnの上りリン
クチャネルがPRACHの場合、UEがPRACH上で送信するプリアンブル(preamble)は、1つから3
つのサブフレームを占め得る。搬送波1のサブフレームnが、UEがpreambleを送信する最後
のサブフレームではない場合、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボルで送信されるPR
ACHはドロップされて、搬送波1のサブフレームnおよび搬送波2のサブフレームn+1上の上
りリンクチャネルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるよ
うにされ得る。搬送波1のサブフレームnが、UEがpreambleを送信する最後のサブフレーム
である場合、搬送波1のサブフレームnの最後のシンボルで送信されるPRACHは処理される
必要がない。その理由は、preambleはPRACHの資源全体を占めず、搬送波1のサブフレーム
nの最後のシンボルは、保護周波数帯の範囲内にあるからである。
【００３３】
　本発明の実施形態1では、UEが、異なるTAGに属する搬送波を通じて上りリンクチャネル
を送信し、異なるTAGに属する搬送波間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラッ
プするとき、UEの上り送信電力がUEの最大送信電力を越えて電力限界に至ること、または
、UEの上り送信電力が干渉レベルに達して干渉限界に至ることが防がれ得る。
【００３４】
実施形態2
　図3を参照する。図3は、本発明の実施形態2による、上り送信電力制御の方法のフロー
チャートである。上記の実施形態1で、異なるTA値をもつ搬送波間の隣接するサブフレー
ム上の上りリンクチャネルの合計送信電力は、UEの最大送信電力または干渉レベルを超え
なくなり得る。処理が常に実施形態1に記載された方法によって実行される場合、上り送
信電力の浪費が一定の度合いで存在し得る。本発明の実施形態2では、実施形態1で発生し
得る上り送信電力の浪費の問題が解決され得る。図3に示すように、この方法は下記のス
テップを含み得る。
【００３５】
　301:搬送波間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラップし、オーバーラップす
る領域が1シンボルに等しいかそれより小さく、また、各搬送波が異なるTA値をもつとき
、UEは、上りリンクチャネルが搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されている
かどうか判定する。判定が「Yes」の場合はステップ302を実行し、「No」の場合は手順を
終了する。
【００３６】
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　302:UEは、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力が
UEの最大送信電力または干渉レベルを超えているかどうか判定する。判定が「Yes」の場
合はステップ303を実行し、「No」の場合はステップ304を実行する。
【００３７】
　303:UEは、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力が
UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるように、最も大きいTA値をもつ搬送波以
外の別の搬送波の、部分的にオーバーラップしたサブフレームの最後のシンボルで送信さ
れる上りリンクチャネルを処理する。
【００３８】
　ステップ303の特定の実装の態様は、実施形態1のステップ202に詳細に記載されており
、本発明の実施形態2では繰り返されない。
【００３９】
　304:UEは、搬送波間の隣接するサブフレームでの上りリンクチャネルの同時送信を、隣
接するサブフレームのオーバーラップ範囲内で許可する。
【００４０】
　本発明の実施形態2では、UEが、異なるTAGに属する搬送波を通じて上りリンクチャネル
を送信し、異なるTAGに属する搬送波間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラッ
プするとき、UEの上り送信電力がUEの最大送信電力を越えて電力限界に至ること、または
、UEの上り送信電力が干渉レベルに達して干渉限界に至ることが防がれ得る。さらに、本
発明の実施形態2ではまた、上り送信電力の浪費が削減され得る。
【００４１】
　本発明の実施形態で提供される上り送信電力制御の方法は、上記に、明瞭かつ完全に記
載されている。UEはENBに、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレー
ムの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理するときを通知しないので、
ENBが復号を行うとき、復号エラーが発生し得る。この問題を解決するために、ENBは次の
動作を実行し得る。1.ENBは、「UEは、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波の
サブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理しない」、および
「UEは、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボル
で送信される上りリンクチャネルを処理し、復号を2回行って、ENBが正しい復号を得られ
るようする」と、それぞれ仮定する。2.復号エラーの後、ENBはUEにNACKを送信し、UEに
再送信を実行させるが、上りリンクのパフォーマンスは低下し得る。
【００４２】
実施形態3
　図4を参照する。図4は、本発明の実施形態3による、ユーザ装置の構造図である。本発
明の実施形態3によるユーザ装置は、携帯電話および携帯用コンピュータであり得る。図4
に示すように、ユーザ装置は、
　搬送波間の隣接するサブフレームが部分的にオーバーラップし、オーバーラップする領
域が1シンボルに等しいかそれより小さく、各搬送波が異なるTA値をもつとき、上りリン
クチャネルが搬送波間の隣接するサブフレームで同時に送信されているかどうか判定する
よう構成される、第1の判定ユニット401と、
　第1の判定ユニット401の判定結果が「Yes」のとき、搬送波間の隣接するサブフレーム
上の上りリンクチャネルの合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベルよ
り低くなるように、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレームの最後
のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理するよう構成される、処理ユニット40
2とを備え得る。
【００４３】
　異なるTA値をもつ搬送波の数が2つであるとき、実装可能な値において、処理ユニット4
02は、最も大きいTA値をもつ搬送波の上りリンクチャネル送信電力をユーザ装置の最大送
信電力から減算して電力ヘッドルームを求め、この電力ヘッドルームを、最も大きいTA値
をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンク
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チャネルの送信電力として使用して、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチ
ャネルの合計送信電力が、UEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにするよ
う、特に構成される。
【００４４】
　別法として、異なるTA値をもつ搬送波の数が2つより多いとき、処理ユニット402は、最
も大きいTA値をもつ搬送波の上りリンクチャネル送信電力をユーザ装置の最大送信電力か
ら減算して電力ヘッドルームを求め、この電力ヘッドルームを、最も大きいTA値をもつ搬
送波以外の別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネル
に均等に割り当てて、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送
信電力がUEの最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにするよう、特に構成され
る。
【００４５】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
が、SRS、PUCCHの最後のシンボル、PUSCHの最後のシンボルなどのいずれか1つを含むとき
、実装可能な態様で、処理ユニット402は、別の搬送波のサブフレームの最後のシンボル
で送信される上りリンクチャネルをドロップして、搬送波間の隣接するサブフレーム上の
上りリンクチャネルの合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベルより低
くなるようにするよう、特に構成される。
【００４６】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPUCCHであるとき、実装可能な態様で、処理ユニット402は、別の搬送波のサブフレーム
に、短縮された上りリンクチャネル送信形式を使用して、サブフレームの最後のシンボル
上の送信がnullになるように、また、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチ
ャネルの合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベルより低くなるように
するよう、特に構成される。
【００４７】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPUSCHであるとき、実装可能な値において、処理ユニット402は、別の搬送波のサブフレ
ーム上の上りリンクチャネルの速度を一致させて、サブフレームの最後のシンボル上の送
信がnullになるように、また、搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネル
の合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力または干渉レベルより低くなるようにするよ
う、特に構成される。
【００４８】
　最も大きいTA値をもつ搬送波以外の別の搬送波のサブフレーム上の上りリンクチャネル
がPRACHであり、別の搬送波のサブフレームはプリアンブルの送信に使用される最後のサ
ブフレームではないとき、実装可能な態様で、処理ユニット402は、別の搬送波のサブフ
レームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルをドロップして、搬送波間の隣
接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力がユーザ装置の最大送信電力
または干渉レベルより低くなるようにするよう、特に構成される。
【００４９】
　本発明の実施形態3で提供されるユーザ装置では、UEが、異なるTAGに属する搬送波を通
じて上りリンクチャネルを送信し、異なるTAGに属する搬送波間の隣接するサブフレーム
が部分的にオーバーラップするとき、UEの上り送信電力がUEの最大送信電力を越えて電力
限界に至ること、または、UEの上り送信電力が干渉レベルに達して干渉限界に至ることが
防がれ得る。
【００５０】
実施形態4
　図5を参照する。図5は、本発明の実施形態4によるユーザ装置の構造図である。本発明
の実施形態4によるユーザ装置は、図4に示されるユーザ装置を最適化することにより得ら
れ得る。図5に示すように、ユーザ装置は第1の判定ユニット401および処理ユニット402を
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【００５１】
　第2の判定ユニット403は、第1の判定ユニット401の判定結果が「Yes」である場合、搬
送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力が、ユーザ装置の
最大送信電力または干渉レベルを超えるかどうか判定するよう構成される。
【００５２】
　同様に、処理ユニット402は、第2の判定ユニット403の判定結果が「Yes」である場合、
搬送波間の隣接するサブフレーム上の上りリンクチャネルの合計送信電力がユーザ装置の
最大送信電力または干渉レベルより低くなるように、最も大きいTA値をもつ搬送波以外の
別の搬送波のサブフレームの最後のシンボルで送信される上りリンクチャネルを処理する
よう構成される。
【００５３】
　別法として、処理ユニットはまた、第2の判定ユニット403の判定結果が「No」である場
合、搬送波間の隣接するサブフレームでの上りリンクチャネルの同時送信を、隣接するサ
ブフレームのオーバーラップ範囲内で許可するよう構成される。
【００５４】
　本発明の実施形態4で提供されるユーザ装置では、UEが、異なるTAGに属する搬送波を通
じて上りリンクチャネルを送信し、異なるTAGに属する搬送波間の隣接するサブフレーム
が部分的にオーバーラップするとき、UEの上り送信電力がUEの最大送信電力を越えて電力
限界に至ること、または、UEの上り送信電力が干渉レベルに達して干渉限界に至ることが
防がれ得る。さらに、本発明の実施形態4で提供されるユーザ装置はまた、上り送信電力
の浪費を削減し得る。
【００５５】
　上記の実施形態における方法のステップのすべてまたは一部は、プログラム命令に関連
するハードウェアにより実装し得ることが、当業者には理解されよう。プログラムは、コ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶され得る。記憶媒体には、フラッシュメモリ、
リードオンリメモリ(Read-Only Memory、ROM)、ランダムアクセスメモリ(Random Access 
Memory、RAM)、磁気ディスク、または光ディスクが含まれ得る。
【００５６】
　上記に、本発明の実施形態で提供される上り送信電力制御の方法およびユーザ装置につ
いて詳細に記載した。本発明の原理および実装の態様について、本明細書の具体例を使用
して記載した。上記の実施形態の記載は、本発明の方法および核心概念の理解を助けるた
めのみに使用されている。さらに、当業者であれば、本発明の概念に従って特定の実装の
態様および適用範囲に対する修正を行うことができる。結論として、本明細書の内容は、
本発明に対する限定と見なすべきではない。
【符号の説明】
【００５７】
　　401　第1の判定ユニット
　　402　処理ユニット
　　403　第2の判定ユニット
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